
【ポリファーマシー関連】
経管栄養の患者で薬剤数と抗コリン薬スコアが増えれば
経口回復率が有意に低いという内容です。

熊大の鬼木先生が「第29回日本臨床精神神経薬理学会」で
桜十字病院クチタベチームによる研究データを発表。

6分発表、2分質疑というスタイルでしたが、けっこう色々な人に興味を持ってもらえたと思っています。
質疑では、患者背景の部分に質問があつまっていた印象で、座長を含め、皆面白いと言っておりました。
データを使用させていただきありがとうございました。取り急ぎご報告申し上げます。
鬼木健太郎
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